
進学先説明会(３年) ～高等学校の魅力発見～ 
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呉市立広南中学校 
〒737-0136 呉市広長浜四丁目 1 番 9 号 

Tel 0823-71-7920 Fax 0823-74-3502 

E-mail  hirmc@kure-city.ed.jp 

http://www.kure-city.jp/~hirmc/ 

ふれあい 
校訓 「不かく尋ね たかく志す」    学園教育目標 「未来を創る」 

探究のシンボル「マローンストーン」 

６月１２日(水)～１７日(月)の４日間，小中合同で「いじめ撲滅あいさつ運動」を行いました。明るく気持

ちの良い挨拶をすることから，互いの気持ちを考えお互いを大切にしいじめを撲滅する強い思いをもとうと取

り組みました。校門付近で小中学生が一緒に挨拶をした後，９年生が中心となり振り返りをしました。 

いじめ撲滅あいさつ運動 ～「いじめゼロ」をめざす～ 

生徒会（保健委員会）の取組 「掃除強化週間」 

６月１０(月)１７日(月)，高等学校等の生徒・先生方を招き，進学先説明会を行いました。広高等学校か

らの説明では，本校卒業生の大橋琴子さんと大成澄佳さんから説明があり，２年生も国語のプレゼンテーシ

ョンの学習として参加しました。３年生，２年生ともに各校の魅力を聞き取ろうと熱心に話を聞きました。 

６月１８日(火)～２１日(金)，生徒会保健委員会が中心となり，「掃除強化週間」を行いました。目標

は，「『黙動流汗』の精神で黙って集中して時間いっぱい掃除をする」です。強化週間の期間中，掃除場所

に移動する時専用の音楽(アイネクライネナハトムジーク)を流し，「素早く移動する」ことを意識しまし

た。掃除後は，担当の先生が点検項目にそって掃除の様子を評価しました。保健委員会の生徒は，各学年

の取組の様子を，強化週間途中と強化週間終了後に，昼の放送で全校生徒に伝えました。 

スクールカウンセラー・カウンセリングのお知らせ(８月～１０月)  

８／２３(金)   ９／６（金）  ９／２０(金)  ９／２７(金)   

１０／１１(金)   １０／２５(金)          教頭，養護教諭，担任等に，気軽に，お問い合わせください。 

mailto:hirmc@kure-city.ed.jp


７月３日（水）～１２日（金），保健委員会が中心となって「手洗い強化週間」を行いました。給食時間

の最初の５分間，手洗い音楽「あわあわ手洗い歌」が流れる中，３０秒間の手洗いをした後，委員会が用

意した「手洗いチェッカー」で，洗い残りを自分で確認しました。洗い残りの部分を意識してもう一度手

洗いを行うことで，手洗いの技術を磨きました。 

７月１日(月)～６日(土)の昼休憩，生活委員会が中心となって「防災カルタ」大会を行いました。広南小

６年生が授業で製作した「防災カルタ」で対戦した後，自分が取った札の中から印象に残った１枚を選び，

なぜその札を選んだのかを対戦相手と伝え合うことで，防災の意識を高めました。また，同期間に，図書委

員会は，読書活動を推進しようと「ＰＯＰコンテスト」を行いました。「ＰＯＰ」とは，本の内容や魅力を

短い文章や絵を使って分かりやすく伝えるカードのようなものです。応募作品の中から，グランプリ（ＰＯ

Ｐ王）には中田悠貴くん(３年)，準グランプリには河本悠里さん(２年)，特別賞には日浦愛梨さん(３年)が

選ばれました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会（保健委員会）の取組 「手洗い強化週間」 

生徒会（生活委員会）の取組 「縦割り班対抗「防災カルタ」大会」 

生徒会（図書委員会）の取組 「ＰＯＰコンテスト」 

「‘‘届けよう，服のチカラ’’プロジェクト」とは，企業のユニクロ・ジーユーが国連とともに進める社

会貢献プロジェクトで，小・中・高生が中心となって，紛争で難民になった子どもたちへ服を届ける活動

です。今年度，本校生徒会はこのプロジェクトに参加することになりました。７月１７日(水)，ユニク

ロ・ジーユーから講師を招き，出前授業を行いました。子ども服の回収方法は別途お知らせしますが，ご

家庭で使用しない子ども服がありましたら，とっておいていただくようお願いします。 

生徒会の取組 「‘‘届けよう，服のチカラ’’プロジェクト」 

【防災カルタ大会表彰式】 【POPコンテスト表彰式】 

【生徒の感想より ～印象に残ったこと 自分ができること～】 

 難民が１億８４０万人もいることにとてもびっくりしました。服を送った人と送られた人の動画を観て，服を送ると

たくさんの人が助かり，たくさんの人が笑顔になることが分かりました。たくさんの人を笑顔にするために，服は

捨てずに残しておいて，難民の人たちの役に立てるようにしたいです。 


